
1 基本情報

2 利用状況を把握するための指標 3 令和７年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和７年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 商工労働部　産業デジタル推進課

評価対象期間 R7.4.1 ～　R8.3.31

指 定 管 理 者

名     称 株式会社ブイ・アール・テクノセンター

構 成 員 －

所 在 地 各務原市テクノプラザ１-１

指定期間

施 設 概 要 
名     称 テクノプラザものづくり支援センター

所 在 地 各務原市テクノプラザ１-１

R6.4.1 ～ R11.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 273,000

利 用 料 金 25,584
Ｒ５ 28,983

指定管理料 220,088
Ｒ６（※） 61,489

そ   の   他 27,328
Ｒ７（※） 60,511

支  出  計 272,949

・施設の使用の許可に関すること
・施設の維持管理に関すること
・施設利用者への便宜の供与に関すること
・施設利用の促進に関すること
・テクノプラザエリアの活性化や県内ものづくり産業の振興を図ること

納　　 　付 　　　金 9

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・ソフトピアジャパンとの連携を図り、研修内容の調整
や役割分担を進めながら、効果的な人材育成に取り
組まれたい。

・ソフトピアジャパンと連携し、DX・IT分野とものづくり分野の
役割分担を図りながら人材育成を推進した。

・共同受注プラットフォームや「はいてくヒルズ」につい
て、企業間連携や商談機会創出につながる取組とし
て継続・発展させられたい。

・共同受注プラットフォームによる企業マッチングを実施する
とともに、「はいてくヒルズ」について企業主体の運営体制づく
りを進め、交流人口の拡大や地域活性化に取り組んだ。

人   件   費 85,398

施設管理費 123,999

そ   の   他 63,552

差   　　　　　　  引 51

（※）令和６年度の利用者数は、本館(39,180人)および第一・二別館(22,309人)の合算
　　　令和７年度の利用者数は、本館(38,067人)および第一・二別館(22,444人)の合算
　　　（令和５年度までは、本館のみ指定管理施設のため、本館利用者数のみ）
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.3
・建物の経年化が進む中でも、施設の清掃や維持管理が適切に行われ
ている。
・修繕や保守点検を計画的に実施し、適切な施設管理が行われている。
・館内案内表示やフロアマップ等のサイン計画の見直しを検討されたい。

設置目的の達成状況 4.8

・ロボットアイデア甲子園やものづくり見学会など、将来の担い手育成に
積極的に取り組んでいる。
・194講座の人材育成研修を実施し、県内企業の人材育成に大きく貢献
している。
・共同受注プラットフォームや「はいてくヒルズ」など、企業主体の取組が
発展している。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.3
・公平・公正な施設運営が確保されている。
・防災訓練や救命講習の実施など、安全対策が適切に行われている。
・公共交通機関によるアクセス向上について検討されたい。

経営状況 4.3
・エネルギーサービスプロバイダの活用やデマンドコントロールによる経
費削減の取組は評価できる。
・効率的な施設運営により安定した収支を確保している。
・今後も効率的な施設運営と経費縮減に努められたい。

派生的効果 3.8

・市民や学校を巻き込んだイベントや人材育成事業により、施設の認知
度向上やPR効果が着実に現れている。
・SNSや各種イベントを活用した情報発信が行われている。
・更なる施設の知名度向上に向け、継続した情報発信に取り組まれた
い。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・施設の維持管理や修繕を適切に実施し、利用者目線の管理運営が行われている。
・各種研修やロボット関連事業を通じ、ものづくり人材の育成に貢献している。
・共同受注プラットフォームや「はいてくヒルズ」により、企業間交流や販路拡大を推進している。
・エネルギーコスト削減や業務効率化を進めるとともに、施設の認知度向上に取り組んでいる。


